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令和６年度第６回大口町子ども・子育て会議 議事録 

日時：令和７年３月 13 日（木）13 時 30 分～14 時 30 分 

場所：大口町健康文化センター１階 機能回復訓練室 

 

次第 １．あいさつ 

２．協議事項 

（１）「仮称：大口町こども総合計画」パブリックコメントの実施結

果について【協議事項】 

（２）「仮称：大口町こども総合計画」の承認について 

３．その他 

欠席委員 （欠席３名） 

資料 ・次第 

・「仮称：大口町こども総合計画」（案）に対するご意見と町の考え方（案） 

・「仮称：大口町こども総合計画」（案） 

・主な変更点一覧 

 

議事録 

開会 

事務局 ・令和６年度第６回大口町子ども・子育て会議を開催いたします。 

１．あいさつ 

会長 

・今回が計画策定にあたっての最後の会議となります。例年は年に２回ほどの開

催ですが、今年度は６回で委員のみなさんにはご負担をかけたかと思います。 

・たくさんの施策が掲載されている資料を見ながらご意見をいただけたのは貴重

で大切な場だと感じました。 

・大口町はまちの大きさに対して子育てを支援する団体が多いということが印象

に残っています。 

・以前講演会で「まちの保育園」という保育園の取組内容が紹介されました。そ

こでは、まち全体が保育園の機能をもっているという視点で見直すと、まちで

できることが見えてくる、という考え方があり、すてきだと思いました。大口

町の基本理念にもかかわってくることですが、安心できる場所、遊び・学び・

体験する場所となるコミュニティづくりができたらよいですし、実現できる素

地を大口町は持っていると思います。急速にできるものではなく、同じ価値観

をもつ多様な主体が小さな取組をしていくことで作り上げられていくもので

す。 

・また、基本理念には「尊在感」という言葉が使われており、存在自体が大切と
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いう想いが込められています。こどもだけではなく、大人にとっての意味も含

まれている言葉だと捉えています。 

・計画は策定して終わりではなく、ブラッシュアップしていくことが大切です。

今後もみなさんにご意見を賜る場面が出てくるかと思いますが、ご協力をお願

いします。 

２．議題（１）「仮称：大口町こども総合計画」パブリックコメントの実施結果について【報告】 

→事務局より、資料「『仮称：大口町こども総合計画』（案）に対するご意見と町の考え方（案）」の説明 

会長 
・このことについて、ご意見・ご質問等はないようですので、次の議題にうつり

ます。 

２．議題（２）「仮称：大口町こども総合計画」の承認について 

→事務局より、資料「『仮称：大口町こども総合計画』（案）」「主な変更点一覧」の説明 

会長 

・ご意見、ご質問はありませんか。 

・こちらの変更内容でよろしければ、本会議として、この事務局が提示した案を

承認するということでよろしいでしょうか。 

出席委員全員 ・異議なし 

会長 
・それでは、本会議として事務局案を承認します。みなさん、これまでご議論を

いただきありがとうございました。 

３．その他 

→任期、来年度会議の説明、計画の概要版（案）の紹介 

委員 ・概要版について、「尊在感」の注釈があるとよいかもしれません。 

事務局 ・ご意見ありがとうございます。注釈を追加します。 

健康福祉部長 ・委員のみなさま、会議の開催にあたり多くのお時間をいただきありがとうござ

いました。おかげをもちまして立派な計画を策定することができました。 

・こども政策について、国で進められていますが、大口町においても「こども条

例」を進めているところです。 

・令和７年度からは、小・中学校、保育園の給食費の無償化、保育園時のおむつ

やお尻拭きを町より無償提供することとしています。西児童小学校内に放課後

児童クラブを来年度より新規開設する準備や、南小学校のクラブハウス棟の建

設にあたっての環境整備を進めてまいります。 

・幅広い世代が対象となる計画であり、その保護者全員にも満足してもらえる計

画や施策というのは難しい部分もありますが、基本理念の実現を目指すため

に、みなさんの意見をうかがいながら、こども総合政策を進めてまいりたいと

思っています。 

・来年度も任期となっているみなさまからは、会議を通じて引き続きご意見を賜

りたいと思います。本年度で解任となる委員のみなさんにおかれましても、何

かお気付きの点がありましたら、こども課までご意見ください。 

・改めて、ご協力をいただきありがとうございました。 

事務局 ・以上で、令和６年度第６回大口町子ども・子育て会議を終了いたします。 

以上 


